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     第 18回通常総会のお知らせ 

１ 巻頭言    塩山理事長 

   ２ 事業報告   ＳＤＧｓ講演会「持続可能な開発目標ってなに？」 

   ４ 報  告   第１回 環境カウンセラー環境保全活動表彰    

   ５ 会員投稿   書籍紹介 堤未果著「日本が売られる」 

   ６ 会員投稿   地球温暖化対策はＳＤＧｓとの相乗効果 

   ８ 会員投稿   生態系に視る自然資本とサプライチェーン 

  １０ 会員投稿   利根川水系の治水安全整備 

  １２ 会員投稿   生物多様性とは何か その２７ 

  １４ 会員投稿   とちぎの色（夏を待つ） 

  １５ 会員投稿   曽我部二郎の薔薇コーナー№７ 

  １６ 会員の活躍  福島義隆さん 

  １８ 栃木県内環境イベント情報 

 

報 告 

投 稿 

レポート 

 

第
十
八
回
通
常
総
会
と
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

 
 
 

当
法
人
の
第
十
八
回
通
常
総
会
を
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
致
し
ま
す
の
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◆
通
常
総
会 

日 

時  

５
月
１
９
日
（
日
） 

１
４
時
～
（
受
付
１
３
時
３
０
分
～
） 

場 

所 

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２-

４-

６ 
 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ 

電
話
：
０
２
８-

６
３
５-

５
５
１
１ 

 

◆
講
演
会 

総
会
終
了
後 

１
５
時
３
０
分
よ
り 

テ
ー
マ
：
「
温
暖
化
と
疾
病
に
つ
い
て
～
温
暖
化
の
影
響
と
感
染
症
～
」 

 

講
演
者
：
齊
藤
好
広 

会
員 

 ◆
懇
親
会 

講
演
会
終
了
後
（
１
７
時
１
０
分
頃
か
ら
の
予
定
） 

参
加
費 

５
，
５
０
０
円 

 
 

 
 

 

◆
年
会
費
納
入
お
願
い
し
ま
す 

当
法
人
の
平
成
３
０
年
度
の
年
会
費
（
６
，
０
０
０
円
）
を
銀
行
口
座
ま
た
は 

郵
便
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
総
会
当
日
に
、
受
付
に
て
お
支
払
い
戴
い
て
も
結
構
で
す
。
） 

 

足
利
銀
行 

本
店 

普
通 

４
２
１
５
８
２
４ 

（
特
非
）
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

理
事
長 

塩
山
房
男 

郵
便
局 

記
号
１
０
７
５
０ 

番
号
２
３
７
２
８
５
６
１ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 
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元
号
が
令
和
と
改
ま
る
こ
の
時
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
改
め
て

環
境
問
題
を
振
り
返
っ
て
見
ま
し
た
。 

昭
和
３
０
年
後
半
～
４
０
年
代
は
、
戦
後
経
済
が
劇
的
に
復
興
す
る
反
面
、
水

質
や
大
気
汚
染
等
の
公
害
、
農
薬
汚
染
、
自
然
保
護
問
題
等
で
、
環
境
問
題
と

し
て
は
反
対
運
動
す
る
市
民
団
体
と
企
業
と
の
対
立
構
造
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
よ
う
な
中
、
国
で
は
昭
和
４
６
年
（
１
９
７
１
）
頃
か
ら
水
質
汚
濁
防
止
法

を
は
じ
め
、
各
種
環
境
規
制
の
法
律
を
整
備
し
、
５
０
年
代
後
半
頃
に
は
環
境

の
改
善
が
見
ら
れ
た
部
分
も
あ
り
、公
害
反
対
運
動
等
の
市
民
運
動
の
賜
物
と

思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
は
、
こ
の
時
代
の
環
境
問
題
が
原
点
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
に
入
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
温
暖
化
、
廃
棄
物
等
の
問
題
が
新
た

に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、資
源
の
枯
渇
問
題
を
始
め
、多
く
の
環
境
、経
済
、

社
会
的
問
題
・
課
題
が
山
積
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

発
展
途
上
国
で
は
、
急
速
に
経
済
成
長
が
進
む
国
、
紛
争
問
題
や
環
境
劣
化
、

人
口
増
加
な
ど
で
未
だ
に
貧
困
と
飢
え
に
苦
し
む
国
等
多
様
な
課
題
も
生
じ

て
き
ま
し
た
。
１
９
８
０
年
代
後
半
（
平
成
に
入
る
）、
世
界
的
な
潮
流
と
し

て
、
持
続
可
能
な
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
）
地
域
社
会
・
国
つ
く
り
、
経
済
、
農
業
、

産
業
な
ど
多
く
の
分
野
で
取
り
組
み
が
始
ま
り
、個
別
課
題
と
し
て
独
立
し
て

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
課
題
は
単
独
で
解
決
で
き

な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、
持
続
可
能
で
平

和
な
社
会
を
目
指
す
世
界
共
通
の
目
標
と
し
て
、統
合
的
な
課
題
解
決
を
図
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
協
会
と
し
て
平
成
最
後
に
な
る
昨
年
度
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
と
し
て
「
誰

が
、
ど
の
様
に
取
り
組
み
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
」
の
趣
旨
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

小
生
な
り
に
感
じ
た
こ
と
を
以
下
に
述
べ
ま
す
。 

１
・
誰
が
；
個
人
、
企
業
主
、
市
民
団
体
・
組
織
等
の
現
場
が
意
識
し
て
取
組

む
事
が
大
切
で
、
県
・
市
町
の
自
治
体
は
、
地
域
で
目
指
す
べ
き
目
標
や
課
題

を
整
理
し
、
市
民
・
県
民
に
示
す
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
・
ど
の
様
に
取
り
組
む
の
か
；
①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
を
知
る
こ
と
、
持
続

可
能
な
地
域
作
り
に
は
何
が
必
要
か
を
整
理
し
、意
識
し
て
戦
略
を
作
り
ま
す
。

②
自
治
体
は
、
個
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
組
め
る
仕
組
み
を
作
り
、
目
指
す
目
標

な
ど
を
作
り
ま
す
。③
環
境
問
題
の
知
識
も
重
要
な
た
め
環
境
教
育
も
大
切
で
、

教
育
関
係
者
の
意
識
改
革
や
制
度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、人
材
育
成
が
必

要
で
す
。
④
個
人
・
個
人
で
の
取
り
組
み
は
小
さ
い
が
、
人
と
人
の
繋
が
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
作
り
、
協
働
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
昔
は
（
江
戸
時
代
）、
持
続
型
農
業
と
し
て
、「
結
い
」
の
制
度
で
豊
か
な

水
田
を
維
持
し
ま
し
た
。
今
後
は
「
近
代
的
な
結
い
」
と
し
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
や
協
同
だ
と
思
い
ま
す
。
⑤
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
の
中
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
組
み
入
れ
た
明
確
な
目
標
管
理
を
持
つ
こ
と
が
、生
き
残
り
戦
略

で
す
。
⑥
目
標
を
持
つ
こ
と
、
ど
の
様
に
目
標
に
向
か
っ
て
進
む
か
が
、
地
域

や
企
業
で
異
な
り
、
勉
強
し
あ
う
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。 

３
・
メ
リ
ッ
ト
は
；
①
将
来
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
損
な
わ
ず
、
現
代
世
代
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
開
発 

す
な
わ
ち
、
今
の
生
活
を
維
持
し
な
が
ら
、
未
来
の
子
供

達
に
残
す
べ
き
物
は
何
か
が
明
確
に
な
り
ま
す
。②
世
界
共
通
の
言
語
で
意
識

し
、
行
動
が
環
境
に
優
し
く
な
り
ま
す
。
③
企
業
主
に
と
っ
て
〇
企
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
、
〇
企
業
の
生
き
残
り
戦
略
、
〇
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
、

〇
優
秀
な
人
材
が
確
保
し
や
す
く
、〇
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
な
ど
の
融
資
制
度
が
優
先

的
に
受
け
ら
れ
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
〇
ま
た
、
世

界
を
相
手
に
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
信
頼
上
必
須
で
、
関
係
す
る
企
業
や
消

費
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
へ
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
元
号
が
令
和
時
代
と
な
り
、
今
後
の
環
境
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、

昭
和
時
代
の
対
立
関
係
で
も
な
く
、
平
成
の
個
別
独
立
し
た
推
進
で
も
な
く
、

市
民
が
県
民
が
更
に
は
全
世
界
の
人
類
が
、
国
を
超
え
て
企
業
や
行
政
、
個
人

が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
協
同
で
環
境
問
題
や
経
済
・
社
会
問
題
に

取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
が
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
多
く
の
情
報
を
分
析
し
、
世
界
共
通
の
言
語
・
目
標

を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
有
限
の
地
球
環
境
の
中
で
、
私
た
ち
の
子
供

の
世
代
、
孫
の
世
代
に
、
何
を
残
せ
る
の
か
を
模
索
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

省
エ
ネ
（
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
）、
廃
棄
物
問
題
、
企
業
や
農
業
、
市
民
団

体
の
活
動
の
在
り
方
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
論
的
な
テ
ー
マ
で
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。是

非
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
推
進
に
悩
ん
だ
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

巻 頭 言 
 

理事長 塩山 房男 

 

 

TECA 
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当
協
会
主
催
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
は
、
２
０
１
９
年
２

月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
３
０
分
か
ら
宇
都
宮
市
内
の
コ

ン
セ
ー
レ（
栃
木
県
青
年
会
館
） 

ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
で
、

講
演
者
と
１
３
８
名
の
参
加
者
の
熱
意
で
大
成
功
裡
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
多

く
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
ご

報
告
し
ま
す
。 

 ◆
行
事
の
趣
旨
・
目
的 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
誰

（
個
人
、
企
業
、
団
体
、
組
織
等
）
が
、
ど
の
様
に
取

り
組
み
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
等
が
ま
だ
ま
だ
末
端
ま
で
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）､

生
物
多
様
性
の
保
全
等
も
含
め

た
国
内
の
取
組
み
事
例
を
参
考
に
、
今
私
た
ち
に
出
来

る
こ
と
は
何
か
を
、
皆
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

し
た
。 

◆
後
援
を
い
た
だ
い
た
団
体 

環
境
省
関
東
地
方
環
境
事
務
所
、栃
木
県
、宇
都
宮
市
、

栃
木
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
栃
木
県
商
工
会
議
所

連
合
会
、
栃
木
県
商
工
会
連
合
会
、
下
野
新
聞
社
、
栃

木
放
送
、
宇
都
宮
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
市
民
会
議 

Ｆ
Ｍ
と
ち
ぎ
、
と
ち
ぎ
Ｔ
Ｖ 

◆
参
加
申
込
み
状
況 

１
４
８
名
申
込
み
（
実
参
加
者
１
３
８
名
） 

 

一
般
（
教
育
関
係
者
・
学
生
・
各
種
団
体
・
当
協
会
含

む
）
６
９
名
（
４
７
％
）、 

事
業
主
関
係
者 

４
８
名
（
３
２
％
）、
自
治
体
関
係
者

（
県
、
市
町
）
３
１
名
（
２
１
％
）
の
申
込
み 

◆
講
演
会
の
内
容 

 

 

 
 
 

 
 
     

～ 
１
３
８
名
の
参
加
者
で
熱
気
あ
ふ
れ
た
会
場 

～ 
 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
理
事
長 

● 

塩
山 

房
男 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「持
続
可
能
な
開
発
目
標
っ
て
な
に
？
」

事業 
報告 

ファシリテーターの今井麻希子さん（右）とパネラーのみなさん 
多くの参加者から解りやすい基調講演とＳＤＧｓの多様な取組が 

参考になったと感想をいただきました。 
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

u
sta

in
a

b
le

 
 
D

e
v
e
lo

p
m

e
n

t 
 
G

o
a

ls

）

の
意
味
、
成
立
背
景
の
お
話
し
の
あ
と
、
主
な
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
①
全
世
界
に
関
連
す
る
、
②
１
７
の
目
標
と
１

６
９
項
目
の
指
標
、
③
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
は
単
独
で
は
な

く
繋
が
り
合
っ
て
い
る
こ
と
、
④
５
つ
の
Ｐ 

人
間
、
豊

か
さ
、
地
球
、
平
和
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
連
し
、

⑤
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
視
点
で
の
取
り
組
み
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
し
い
価
値
観
の

出
現
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
世
界
の
共
通

言
語
と
し
て
、
国

際
レ
ベ
ル
で
の
取

り
組
み
、
政
府
や

自
治
体
、
企
業
、

市
民
社
会
や
個
人
な

ど
全
て
の
分
野
の
人
間

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
の
課

題
で
あ
る
こ
と
を
、
南
三
陸
町
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、

ど
ん
な
未
来
を
創
り
た
い
の
か
？
「
自
分
ご
と
」
と
し
て

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
ま
し
ょ
う
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
栃
木
弁
で 

Ｓ
：
し
ら
ば
っ
く
れ
な
い
で
、

Ｄ
：
だ
い
じ
な
こ
と
を
、
Ｇ
：
が
ん
ば
っ
ぺ 

ｓ
：
み
ん

な
で
、
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

   

●
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
教
授 

陣
内
雄
次
氏 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
～
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
～ 

 

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
住
環
境
、
地
域
社
会
の
持
続
可

能
性
に
つ
い
て
、ま
た
そ
の
担
い
手
育
成
の
た
め
に
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
が
と

て
も
大
切
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
大
切
さ
や
課
題

に
つ
い
て
の
話
題
が
提

供
さ
れ
、
こ
れ
は
他
人
事

で
は
な
く
、
自
分
事
に
す
る
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
中
核
的
な
問
題

と
各
種
繋
が
り
が
Ｈ
Ｕ
Ｂ
（
ハ
ブ
）
構
造
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
の
つ
な
が
り
と
分
か
ち
合
い
が
必

要
な
こ
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 ●
カ
ル
ビ
ー(
株)
社
会
貢
献
委
員
長 

二
宮
か
お
る
氏 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
価
値
提
供
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
わ
り 

創
業
者
が
７
０
年
前
、
日
本

人
に
不
足
し
て
い
る
カ
ル

シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

の
頭
文
字
を
と
っ
て
カ

ル
ビ
ー
と
命
名
し
、
捨

て
ら
れ
て
し
ま
う
小
エ

ビ
を
活
用
し
て
「
か
っ
ぱ

え
び

せ
ん
」
を
開
発
し
た
こ
と
に
由
来

す
る
こ
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
企
業
と
な
っ
た
現
在
、
①
生
産
部
門
、
開
発
・

製
造
部
門
、
販
売
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
連
携
や
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
、
②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ

の
提
供
価
値
の
追
求
、
③
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
環
境
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
④
全
て
の
世
代
に
対
し
て
お
い
し

さ
を
提
供
し
、
⑤
持
続
的
成
長
を
図
っ
て
い
く
話
が
さ
れ

ま
し
た
。 

 

●
ス
マ
イ
ル
日
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
長 

小
栗 

卓
氏 

～
小
規
模
企
業
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て 

ス
マ
イ
ル
日
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
推
進
す

る
小
企
業
の
集
団
（
２
７

社
）
で
、
寄
付
付
き
商
品

販
売
な
ど
を
通
じ
て
社
会

貢
献
活
動
を
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。ま
た
、

各
企
業
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
だ
か
ら
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
個
別
に
実
践

す
る
ほ
か
、「
好
き
で
す
・
笑
顔
の
日
光
」
を
合
言
葉
に
、

①
生
活
困
難
者
、②
子
ど
も
の
環
境
問
題
、③
環
境
保
全
、

④
災
害
な
ど
に
対
す
る
支
援
活
動
を
共
同
で
行
っ
て
い
る

と
い
う
取
り
組
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 ●
以
上
の
発
表
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
今
井
麻
希
子
氏

の
司
会
で
、
各
組
織
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
掘
り
下
げ
た

内
容
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

陣
内
先
生
の
「
最
初
は
た
ぶ
ら
か
す
」
良
い
意
味
で
の
方

便
を
使
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ま
せ
る
話
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

第
１
部 

基
調
講
演 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
読
み
解
く 

未
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り 

 
   

(
株)
ｙ
ｕ
ｋ
ｉ
ｋ
ａ
ｚ
ｅ
ｔ 

代
表 

今
井
麻
希
子
氏 

第
２
部 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
事
例
で
考
え
る 
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環境省が環境カウンセラーによる優れた取組を報奨する表彰制度ができました。 

第１回の表彰制度の募集は平成３０年１２月２５日に締め切られ、８０名の環境カウンセラーから応募が

あり、当協会の市川さんが「事業者部門・低炭素社会貢献賞」を受賞しました。 

授賞式は３月２２日（金）環境省で開催されました。 

 

 

 

長年にわたり地域の大工場敷地内で企業と協働のもと

に二酸化炭素吸収源としての森づくりを推進してきた。 

順次ビオトープなどの設置によって、生物を継続的に呼

び込み豊富な生物多様性も実現し、企業と地元環境カウン

セラーが連携した新しい緑化事業のスタイルを確立した。 

 

 

 

 大工場の工場緑化を提案し数年前に実現しました。 

木々は成長し、生き物が戻ってくるまでの状況になり 

ました。そこで、自然観察会を実施したところ、参加 

した子供たちから大きな評価を得ることができました。 

工場に自然が創出したからです。やがてそれは自然の森となる予定です。これからの緑化は自然の森をつくる

必要があります。この方法ですと都市やその周辺に自然を作ることができます。それも比較的安価に。 

第１回 環境カウンセラー環境保全活動表彰 
 

会員の市川恭治さんが 

事業者部門“低炭素社会貢献賞”を受賞 

【市民部門】  
環境大臣賞      林家カレー子  
低炭素社会貢献賞   浅野智恵美  
循環型社会貢献賞   霜村一郎  
自然共生社会貢献賞  小林政文  
地域特別貢献賞    特定非営利活動法人 nature works  

   
【事業者部門】  

環境大臣賞 特定非営利活動法人 大阪環境カウンセラー協会  
低炭素社会貢献賞  市川恭治  
循環型社会貢献賞  高橋良和  
自然共生社会貢献賞 坂元直人  
地域特別貢献賞   宮城成和 

環境省総合環境政策統括官 中井徳太郎氏より 

表彰状を授与された市川さん 

功績の概要 

受賞の言葉 

第１回環境カウンセラー環境保全活動表彰 受賞者 

受賞者のみなさんと 

原田義昭環境大臣（前列右から３人目） 
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紹介する本は、堤未果著「日本が売られる」幻冬舎新書です。現在

の日本は規制改革や民営化が大流行であるが、それらの行為に警鐘を

鳴らしているのが本書である。 

 

 日本の水道事業は市町村が実施する公営事業で、安全な水を安く家

庭に供給している。また日本は自然災害の多い国であり、災害時には

水道などの復旧が最優先に行われる。そういう事業を民営化しようと

している。民営化すれば企業間の競争が生じ、価格も安くなり、消費

者にメリットがあるとよく言われる。しかし水道事業に関しては、配

管は１つであり、１本の水道管が繋ぐ水道は、地域につき１社独占に

なる。競争はあり得ない。世界一安全な水道は民営化でその状態を維

持していけるのであろうか、また使用量の少ない地域は見捨てられる

のではないだろうか。「20 世紀は石油を奪い合う戦争だった。21 世紀

は水を奪い合う戦争になるだろう。」と言われている。四半期利益し

か見ずに「今だけ、カネだけ、自分だけ」の外資企業が日本の水道事

業を狙っているという。 

 公教育もグローバル企業とウォール街にとっては素晴らしい投資

商品のひとつと書く。日本の学校教育法では公立学校は自治体が運営

し、教育は公務員が行うことになっている。大阪府の非正規雇用率は

現在中学で 41.3％だが、国家戦略特区を使って設立した公設民営学

校で働く教職員と事務員は 100％非正規労働者になるという。学校間で生徒の学力競走をして成績が上がらなけれ

ば、クビになる可能性がある。学校教育は、英語や数学の成績だけではないと思う。 

 マレーシアのマハティール首相は、80 年代の日本を見て「皆で助け合う」日本型集団主義と勤労の倫理を高く評

価し、自分さえ良ければと言う西洋型個人主義を批判した。また「日本なかりせば、世界は全く違う様相を呈して

いたであろう。富める国はますます富み、貧しい南側の国はますます貧しくなっていったと言っても過言ではない。

北側のヨーロッパは、永遠に世界を支配していたことだろう。」と言っている。こんなことを読むと、80 年代の日

本が「JAPAN as No1」と言われ、日本の経営者は 10 年先を見て経営しているが、アメリカの経営者は 10 分先を見

て経営している。日本の家族的で終身雇用の労働環境が、会社を愛し会社に忠誠心を持たせているのだと言ってい

たようなことを思いだす。今の日本は全く違った状況になっている。 

 本では 3 つの章建てで、日本人の資産が売られる、日本人の未来が売られる、売られたものは取り戻せ、が書か

れている。取り上げたテーマを下に記載しており、興味のある所から読んでいけば良いと思う。 

  

本書は、まえがき（いつの間にかどんどん売られる日本！）、第 1 章：日本人の資産が売られる。（①水が売られる、②土が売

られる、③タネが売られる、④ミツバチの命が売られる、⑤食の選択肢が売られる、⑥牛乳が売られる、⑦農地が売られる、⑧

森が売られる、➈海が売られる、⑩築地が売られる。）、第 2章：日本人の未来が売られる。（①労働者が売られる、②日本人の仕

事が売られる、③ブラック企業対策が売られる、④ギャンブルが売られる、⑤学校が売られる、⑥医療が売られる、⑦老後が売

られる、⑧個人情報が売られる。）、第 3章：売られたものは取り返せ。（①お笑い芸人の草の根の政治革命；イタリア、②92歳の

首相が消費税廃止；マレーシア、③有機農業大国となり、ハゲタカたちから国を守る；ロシア、④巨大水企業のふるさとで水道

公営化を叫ぶ；フランス、⑤考える消費者と協同組合の最強タッグ；スイス⑤子供を農薬から守る母親たち；アメリカ。あとが

き（売らせない日本） から構成されている。 

 

会員から書籍の紹介 
会員 安場 博  
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◆
１
．
５
℃ 

目
標
特
別
報
告
書 

２
０
１
８
年
１
０
月
８
日
、
国
連
の
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
「
１
．
５
℃
目
標
」

の
特
別
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
最
新
情
報
で
は
世

界
平
均
気
温
は
産
業
革
命
以
前
に
比
べ
現
時
点
で
す
で
に

１
．
０
℃
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
気
温

上
昇
が
続
け
ば
、
２
０
４
０
年
前
後
で
１
．
５
℃
に
達
し

て
し
ま
う
と
の
報
告
内
容
で
す
。 

 
 

 

 

パ
リ
協
定
と
同
じ
く
し
て
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
今
日

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。「
気
候
変
動
」
は
、
目

標
の
１
３
で
す
が
、
仮
に
、
そ
れ
だ
け
が
追
求
さ
れ
て
、

貧
困
・
飢
餓
の
撲
滅
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
他
の
目
標
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
１
．

５
℃
目
標
」
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
の
関
係
が
ど
う
あ
る
の

か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
（
国
立
環
境
研
究
所 

地
球
環

境
研
究
セ
ン
タ
ー
江
守
正
多
氏
よ
り
引
用
） 

 

◆
持
続
可
能
性
と
の
相
乗
効
果 

特
別
報
告
書
の
「
１
．
５
℃
目
標
」
を
追
求
す
る
た
め

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
徹
底
は
、
下
手
を
す
る
と

他
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
（
二
律
背
反
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
対
策
の
悪
い
副
作
用
に
成
り
兼

ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

た
と
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
へ
の
投
資
の
た
め

に
社
会
保
障
制
度
が
削
減
さ
れ
た
り
、
バ
イ
オ
燃
料
の
生

産
の
た
め
に
食
料
生
産
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
貧

困
や
飢
餓
の
撲
滅
に
マ
イ
ナ
ス
が
生
じ
ま
す
。 

 
 
 

 

こ
の
よ
う
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ
は
、
再
配
分
政
策
な
ど
で

緩
和
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
化
石
燃
料
産
業
は
、

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
へ
と
形
を
移
行
す
る
必
要
に
な
り

ま
す
。（
写
真
フ
ィ
ル
ム
産
業
が
総
合
精
密
化
学
産
業
な
ど

に
移
行
し
、
デ
ジ
カ
メ
変
革
に
失
敗
し
た
企
業
は
市
場
か

ら
撤
退
し
た
例
の
よ
う
に
）
化
石
燃
料
資
源
の
輸
出
に
歳

入
を
依
存
し
て
い
る
国
は
、
よ
り
多
角
的
な
経
済
に
移
行

す
る
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
移
行
に
伴
っ
て

失
業
や
貧
困
が
生
じ
る
こ
と
も
重
要
な
ト
レ
ー
ド
オ
フ
で

す
。
こ
の
点
に
配
慮
し
て
、
国
や
国
際
社
会
は
移
行
を
支

援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

一
方
で
、「
１
．
５
℃
目
標
」
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
２
℃

以
上
に
温
暖
化
が
進
ん
だ
時
と
比
較
す
る
と
、
貧
困
・
飢

餓
の
撲
滅
、
健
康
、
生
態
系
、
産
業
活
動
や
経
済
成
長
な

ど
、
温
暖
化
の
悪
影
響
が
緩
和
さ
れ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

プ
ラ
ス
効
果
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
側
面
に
お
い

て
、
１
．
５
℃
未
満
を
目
指
す
こ
と
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
目
指

す
こ
と
は
、
（
相
乗
効
果
）
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

 
  

 
 

 

 
 
 

～
地
球
温
暖
化
対
策
「
１
．
５
℃
未
満
を
目
指
す
」
た
め
に
～ 

 

会
員 

● 

齊
藤 

好
広 

 会員 
投稿 

出典：IPCC1.5℃特別報告書より 

 

13 気候変動対策が他のＳＤＧｓ開発項目に

及ぼす波及効果 
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さ
ら
に
、「
１
．
５
℃
目
標
」
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
社

会
が
持
続
可
能
で
あ
っ
た
方
が
や
り
や
す
い
。
た
と
え
ば
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
が
前
提
で
、
格
差
が

大
き
く
、
国
家
間
が
い
が
み
合
っ
た
よ
う
な
状
態
で
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
を
削
減
す
る
の
に
比
べ
れ
ば
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

や
資
源
循
環
で
経
済
が
ま
わ
り
、
格
差
が
小
さ
く
、
国
際

協
調
で
削
減
し
た
方
が
、
ず
っ
と
良
い
は
ず
で
す
。 

し
た
が
っ
て
、「
１
．
５
℃
目
標
」を
目
指
す
た
め
に
は
、

単
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
技
術
を
沢
山
導
入
す
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
全
体
を
持
続
可
能
な
方
向
に
導
く
よ
う
な
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
多
く
達
成
す
る
よ
う
な
）
政
策
を
追
求
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 

 

こ
う
し
た
側
面
で
も
「
１
．
５
℃
目
標
」
と
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
と
は
相
乗
効
果
の
関
係
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

持
続
可
能
性
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
う
ま
く
緩
和
す
る

政
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
１
．
５
℃
目
標
」
を
目

指
す
こ
と
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
目
指
す
こ
と
と
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

 
  

 

 

◆
教
育
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
統
合
的
発
展 

教
育
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
（
目
標
４
）
に
位
置
付
け
て
い
ま

す
が
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
こ
と
は
目
標
４
の
中
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
４
．

７
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
育
は
、「
教
育
が

全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
礎
」
で
あ
り
、「
全
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
教
育
に
結
ば
れ
る
」
と
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。 

特
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
づ
く
り

を
通
じ
て
、
１
７
目
標
全
て
の
達
成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

 

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
」
は
、
人

類
が
将
来
の
世
代
に
わ
た
り
豊
か
な
生
活
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
、
資
源
の
枯
渇
、

貧
困
の
拡
大
等
、
人
類
の
開
発
活
動
に
起
因
す
る
現
代
社

会
に
お
け
る
様
々
な
問
題
を
、（
人
）
（
企
業
）
が
自
ら
の

問
題
と
し
て
主
体
的
に
捉
え
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
む
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
新

た
な
価
値
観
や
行
動
等
の
変
容
を
も
た
ら
し
、
よ
っ
て
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
行
う

学
習
・
教
育
活
動
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

出展：日本ユネスコ国内委員会教育小委員会から 

引用：国立環境研究所 地球環境研究センター 

1.5℃目標と SDGsの関係（IPCC SR1.5 FAQ5.2 に基づく） 

出典：IPCC1.5℃特別報告書より 
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５
７
号
で
掲
載
し
ま
し
た
「
持
続
可
能
な
調
和
社
会
」

の
中
で
「
自
然
資
本
の
潮
流
」
に
つ
い
て
少
し
触
れ
ま
し

た
が
、
詳
し
く
紹
介
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

◆
全
て
の
基
盤
と
な
る
自
然
資
本 

企
業
が
事
業
を
行
う
た
め
に
使
う
自
然
の
こ
と
を
自
然

資
本
（
つ
ま
り
自
然
が
会
社
の
資
本
の
ひ
と
つ
）
と
い
い

ま
す
。
元
来
、
会
社
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
の
元
手
に

な
る
資
金
の
こ
と
を
「
資
本
」
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、

お
金
が
あ
る
だ
け
で
は
商
品
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
つ
く
る

た
め
に
は
、
材
料
や
工
場
と
い
っ
た
「
物
」
と
、
働
く
「
人
」

が
必
要
で
す
。
更
に
、
工
場
で
つ
く
っ
て
い
く
過
程
で
物

を
洗
っ
た
り
、
冷
や
し
た
り
す
る
の
に
水
を
使
い
ま
す
。 

使
っ
た
水
は
河
川
や
海
に
流
れ
て
行
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、企
業
は
様
々
な
自
然
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で「
自

然
資
本
」
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
生
物
と
そ
れ
を

育
む
水
、土
壌
、大
気
な
ど
は
自
然
資
本
と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
地
球
の
生
命
を
維
持
す
る
基
盤
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
に
優
先
し
、
保
全
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

◆
自
然
資
本
の
恩
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

人
間
の
生
活
は
、
自
然
資
本
と
そ
れ
が
生
み
出
す
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

呼
吸
す
る
空
気
、
飲
む
水
、
食
べ
物
、
健
全
な
生
態
系
を

維
持
し
て
い
る
生
き
物
た
ち
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
し
て
気
候
を
調
整
し
て
い
る
森
林
や
海
な
ど
、
こ
れ

ら
全
て
は
自
然
が
も
た
ら
す
恵
み(

便
益)

で
す
。 

 

 
 

そ
れ
故
に
自
然
資
本
を
構
成
す
る
自
然
資
源
を
堅
く
活

用
し
続
け
る
こ
と
は
、
環
境
保
全
だ
け
で
な
く
社
会
の
基

盤
を
固
め
、
経
済
の
発
展
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

◆
企
業
と
自
然
資
本
の
関
係 

 

企
業
は
財
務
資
本
だ
け
で
は
な
く
、
製
造
資
本
や
人
的

資
本
、
ま
た
知
的
資
本
や
社
会
的
資
本
、
そ
し
て
自
然
資

本
が
必
要
で
す
。
鉱
物
資
源
や
化
石
燃
料
に
は
価
格
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
財
務
会
計
の
中
で
も
取
り

扱
い
が
可
能
な
た
め
除
外
し
ま
す
が
、
生
態
系
は
様
々
な

生
物
資
源
や
機
能
（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）
を
提
供
す
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
価
格
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

化
石
燃
料
を
使
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
れ
ば
、
気

候
変
動
が
進
行
し
て
自
然
資
本
た
る
生
態
系
を
傷
つ
け
ま

す
。
ま
た
、
化
学
物
質
を
排
出
し
て
土
壌
や
水
の
汚
染
、

森
林
な
ど
の
生
態
系
を
農
場
や
工
場
用
地
に
土
地
転
換
す

る
こ
と
も
同
様
に
影
響
を
与
え
ま
す
。 

出典）㈱インターリスク総研 

 

生
態
系
に
視
る
自
然
資
本
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン 

 
 

～
自
然
資
本
会
計
と
世
界
的
潮
流
～ 

会
員 

● 

齊
藤 

好
広 

 

 地
球
温
暖
化
対
策
「１
．
５
℃
未
満
を
目
指
す
」た
め
に 

 
 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

齊
藤 

好

広 

     

会員 

投稿 

出典）三井住友トラフト・ホールディングスより引用 

ＳＤＧｓのウエディングケーキ・モデル 

モデル図 
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こ
の
よ
う
に
、
増
々
希
少
性
が
高
ま
る
自
然
資
本
の
過

度
な
開
発
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

人
間
活
動
、
特
に
企
業
活
動
が
、
自
然
資
本
に
依
存
し

な
が
ら
、
同
時
に
破
壊
し
て
お
り
、 

生
態
系
の
財
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
の
損
失
は
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
な
外
部

不
経
済
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
関
係
性
か

ら
、
企
業
は
自
然
資
本
と
は
無
関
係
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

◆
な
ぜ
自
然
資
本
が
企
業
活
動
で
注
視
さ
れ
る
の
か
？ 

投
資
家
の
関
心
が
、
気
候
変
動
か
ら
水
や
森
林
な
ど
を

含
め
た
「
自
然
資
本
」
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
動
き
を
踏
ま
え
、
企
業
が
自
然
資
本
に
与
え
る
影
響
に

関
し
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
は
タ

ダ
だ
っ
た
、
つ
ま
り
外
部
不
経
済
で
あ
っ
た
自
然
資
本
の

価
値
を
内
部
化
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
、
今
や
現
実
の
も

の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

国
連
環
境
計
画
・
金
融
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

Ｆ
Ｉ
）
は
、
２
０
１
２
年
に
「
自
然
資
本
宣
言
」
を
公
表

し
ま
し
た
。
金
融
機
関
が
自
然
資
本
の
考
え
方
を
金
融
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
も

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
非
財
務
情
報
の
開
示
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

◆
自
然
資
本
を
ど
う
測
る
か 

 

自
然
資
本
へ
の
影
響
を
測
る
際
に
難
し
い
の
が
、
生
物

多
様
性
へ
の
影
響
を
定
量
的
に
測
定
す
る
こ
と
や
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
流
ま
で
遡
る
こ
と
で
す
。 

自
然
資
本
に
対
す
る
環
境
負
荷
を
「
見
え
る
化
」
す
る

に
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
原
材
料
の
採
取
や

調
達
、
輸
送
、
工
場
で
の
加
工
・
製
造
、
廃
棄
に
至
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
（
ス
コ
ー
プ
３
）
を
見
渡
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
土
壌
、
大
気
、
水
、

植
物
相
、
動
物
相
に
か
け
て
い
る
負
荷
を
洗
い
出
し
、
数

値
化
し
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、
事
業
活
動
の
ど
の
段
階
で
、

自
然
資
本
に
対
す
る
負
荷
を
ど
れ
だ
け
掛
け
て
い
る
か
が

分
か
り
、
調
達
手
段
・
経
路
や
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

な
ど
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

◆
自
然
資
本
会
計
の
潮
流 

「
自
然
資
本
会
計
」
と
い
う
も
の
が
経
営
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は 

「
水
を
ど
れ
だ
け
使

用
し
て
い
る
か
」 

「
二
酸
化
炭
素
を
ど
れ
く
ら
い
排
出
し

て
い
る
か
」 

「
ゴ
ミ
を
ど
れ
だ
け
出
し
て
い
る
か
」
な
ど

の
活
動
量
に
、
カ
テ
ゴ
リ
別
の
排
出
原
単
位
を
掛
け
金
額

に
換
算
し
ま
す
。
金
額
に
す
る
こ
と
で
、
比
較
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
。 

何
が
大
き
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、

何
が
一
番
重
要
な
の
か
、
解
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

２
０
１
６
年
に
「
自
然
資
本
プ
ロ
ト
コ
ル
」
と
い
う
世
界

共
通
の
枠
組
み
が
で
き
ま
し
た
。 

折
し
も
近
年
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
持
続
可
能
性
を

巡
る
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
世
界
の
規
範
意
識
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
始
め
と
し
て
、
パ
リ
協
定
や
低
炭
素
か
ら
脱
炭
素
へ
と

レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
し
て
行
く
潮
流
に
あ
り
、
自
然
資
本
の

経
済
価
値
評
価
に
係
る
仕
組
み
作
り
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。
経
済
主
体
が
自
然
資
本
を
ど
れ
く
ら
い
使
い
、
自
然

資
本
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を

貨
幣
評
価
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
然
資
本
の
経
済
価
値

と
そ
の
増
減
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
潮
流
が
一
段
と

加
速
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。 

 

今
後
、
自
然
資
本
の
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

は
、企
業
を
含
む
社
会
全
体
の
持
続
可
能
性
を
支
え
ま
す
。 

出典）ＳＤＧｓ企業行動指針 ＩＧＥＦより抜粋 

サプライチェーンのフロー図 
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工事中の八ッ場ダム 

(2018年秋撮影) 

  

首
都
圏
を
流
れ
る
利
根
川
の
流
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

１
９
４
７
（
昭
和
２
２
）
年
９
月
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
を

始
め
と
す
る
台
風
や
大
雨
の
際
に
、
し
ば
し
ば
洪
水
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
上
流
域
で
は
洪
水
を
調
整
す
る
ダ
ム

建
設
と
、
中
流
域
～
下
流
域
で
は
堤
防
の
整
備
等
を
あ
わ

せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
流
域
全
体
の
治
水
安
全
度
を
高

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

◆ ◆ 

八
ッ
場
（
や
ん
ば
）
ダ
ム 

◆ 

利
根
川
は
別
名
「
坂
東
太
郎
」
と

呼
ば
れ
、
群
馬
県
み
な
か
み
町
を
源

流
と
す
る
、
関
東
平
野
を
流
れ
る
日

本
最
大
の
流
域
面
積
を
持
つ
大
河
で

す
。 こ

の
利
根
川
の
主
要
な
支
流
で
あ

る
、
吾
妻
川
中
流
部
の
群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町
川
原
湯

地
先
に
「
治
水
、
利
水
、
発
電
」
を
目
的
と
し
、
国
土
交

通
省
が
建
設
中
の
多
目
的
ダ
ム
［
型
式
：
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
（
堤
高
：
１
１
６
ｍ
、
幅
（
堤
頂
長
）：
２
９

１
ｍ
）］
の
『
八
ッ
場
ダ
ム
』
は
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
規
模
な
八

ッ
場
ダ
ム
本
体
の
建
設
工
事
現
場
を
、
平
成
３
０
年
秋
に 

「
や
ん
ば
見
放
台
（
展
望
台
）」
か
ら
見
下
ろ
し
ま
し
た
。 

 
 
 

ダ
ム
建
設
開
始
に
伴
い
水
没
地
に
な
る
源
頼
朝
が
発
見

し
て
か
ら
８
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
川
原
湯
温
泉
は
、

平
成
２
６
年
７
月
に
名
残
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
新
整
備
地

へ
移
転
（
ダ
ム
予
定
湖
面
よ
り
高
い
地
点
に
ボ
ー
リ
ン
グ

に
よ
り
採
掘
し
て
新
源
泉
を
確
保
）
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・

吾
妻
線
の
川
原
湯
温
泉
駅
は
新
た
に
新
駅
と
線
路
が
作
ら

れ
て
、平
成
２
６
年
１
０
月
に
旧
駅
よ
り
移
転
し
て
お
り
、

新
役
場
が
建
設
中
で
し
た
が
、
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
の

一
貫
と
し
て
整
備
さ
れ
た
付
け
替
え
道
路
周
辺
で
は
、
ダ

ム
構
築
に
よ
る
影
響
防
止
に
向
け
た
地
盤
の
補
強
箇
所
が

散
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

な
お
、
こ
の
ダ
ム
の
建
設
事
業
は
地
元
の
群
馬
県
の
ほ

か
に
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
千
葉
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県

も
共
同
事
業
者
と
し
て
、
事
業
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

ま
す
。 

◆ ◆ 

首
都
圏
外
郭
放
水
路 

◆ 

 

首
都
圏
の
治
水
施
設
で
調
整
池
の
一
種
で
あ
る
『
首
都

圏
外
郭
放
水
路
』
は
、
埼
玉
県
春
日
部
市
の
上
金
崎
地
先

か
ら
小
渕
地
先
に
か
け
て
の
、
国
道
１
６
号
の
地
下
５
０

ｍ
に
造
ら
れ
た
内
径
１
１
ｍ
弱
、
延
長
約
６
．
３
ｋ
ｍ
あ

ま
り
の
ト
ン
ネ
ル
方
式
に
よ
る
世
界
最
大
級
の
地
下
放
水

路
で
、
平
成
１
８
年
に
完
成
し
ま
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
関
東
整
備
局
が
整
備
し
た
こ
の
放
水
路
は
、

大
落
古
利
根
川
、
幸
松
川
、
倉
松
川
、
中
川
な
ど
、
中
川･

綾
瀬
川
流
域
の
中
小
河
川
か
ら
溢
れ
る
水
を
、
立
坑
か
ら

地
下
に
取
り
込
み
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
て
マ
ン
モ
ス

調
圧
水
槽
に
集
め
た
後
、
庄
和
排
水
機
場
か
ら
江
戸
川
に

流
す
（
最
大
排
水
量
：
約
２
０
０
㎥
／
秒
）
地
下
放
水
路

   
利
根
川
水
系
の
治
水
安
全
整
備 

  

会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

 

会員 
投稿 
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マンモス調圧水槽 

(2018年冬撮影) 

で
す
。 

※
こ
の
首
都
圏
外
郭
放
水
路
は
増
水
し
た
河
川
流
量
が
時
間

を
経
て
減
っ
た
後
に
、
取
り
込
ん
だ
中
小
河
川
に
雨
水
を

戻
す
の
で
は
な
く
、
取
り
込
ん
だ
雨
水
を
大
河
川
で
あ
る

江
戸
川
に
流
す
新
た
な
「
地
下
河
川
」
で
す
。 

 

ま
た
、
象
徴
的
な
施
設
で
あ
る
首
都
圏
外
郭
放
水
路
の

「
マ
ン
モ
ス
調
圧
水
槽
」
は
、
幅
７
８
ｍ
・
長
さ
１
７
７

ｍ
・
高
さ
１
８
ｍ
の
広
さ
を
誇
り
、
そ
の
巨
大
調
圧
水
槽

の
中
に
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
柱
（
長
さ
７
ｍ
、
幅
２

ｍ
、
高
さ
１
８
ｍ
）
は
５
９
本
あ
り
、
そ
の
１
本
当
た
り

の
重
量
は
約
５
０
０
ｔ
で
、
柱
と
空
間
の
巨
大
さ
か
ら
、

巷
で
は
「
地
下
神
殿
」
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
埼
玉
県
春
日
部
市
地
域
の
地
形
は
、
お
皿
の
底

の
よ
う
に
水
が
溜
ま
り
や
す
く
、
都
市
化
の
進
展
に
対
す

る
洪
水
被
害
防
止
の
た
め
の
河
川
整
備
や
下
水
道
整
備
が

追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
、
度
重
な
る
洪
水
被
害
に
悩

ま
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
首
都
圏
外
郭
放
水
路

の
整
備
に
よ
り
市
内
の
宅
地
で
の
浸
水
面
積
は
約
８
割
減

少
し
、
浸
水
の
戸
数
も
約
６
割
減
と
大
幅
に
減
少
し
た
と

の
こ
と
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
始
め
と
す
る
住
居
な
ど
の
着

工
件
数
が
急
増
し
、併
せ
企
業
立
地
も
進
む
こ
と
と
な
り
、

治
水
整
備
に
よ
る
地
域
の
経
済
成
長
を
支
え
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
と
の
こ
と
。 

  

 

石炭火力発電からのＣＯ２の排出問題（地球温暖化への影響）の指摘から、ヨーロッパ系の民間金融機関の中

には、石炭火力発電への投融資を控える動きもありますが、石炭火力発電はＣＯ２排出以外でもクリーンだとは

言えません。 

何故なら、石炭を採掘するときの環境破壊・健康被害や、水資源の浪費、発電時の大気汚染物質の水銀や有害

物質の排出問題（※日本の石炭火力発電所では、最新のものでは９割以上の汚染物質を除去しているとされてい

る）があり、発電の後には適正処理をしなくてはならない石炭灰が残りますが、この石炭灰は人体に有害なヒ素

などの重金属を含み、がんの原因ともいわれています。 

昨年夏にはトランプ米大統領がエネルギー業界支援策の一環として、石炭火力発電所で発生する石炭灰の廃棄

規制を緩和しました。だが、米国の石炭灰の廃棄所（※米国の灰の再利用は約４０％程度であり、残り約６０％

の大部分は発電所付近に廃棄されている）は河川や湖など水源近くにあることが多く、 

学識者や環境団体が「飲み水が危ない」と警鐘を鳴らしたように、電力製造の石炭火力 

発電への依存はＣＯ２の排出増だけでなく、廃棄物増加の側面からも検討すべきでしょう。 

利根川は日本一の流域面積 

利
根
川
は
新
潟
県
と
群
馬
県
の
県
境
に
あ
る

大
水
上
山
（
標
高
１
，
８
３
１
ｍ
）
に
水
源
を

発
し
、
大
小
の
支
川
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
関
東

平
野
を
北
西
か
ら
南
東
へ
貫
き
、
千
葉
県
銚
子

市
で
太
平
洋
へ
と
注
い
で
い
ま
す
。
流
域
内
に

は
約
１
２
７
９
万
人
も
の
人
口
を
擁
し
、
利
根

川
は
そ
の
基
盤
と
な
る
生
命
の
水
を
与
え
続
け

て
い
ま
す
。
流
域
面
積
は
１
万
６
８
４
０
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
日
本
一
で
、
面
積
で
み
る
と

埼
玉
県
の
約
４
倍
に
も
な
り
ま
す
。 

引用：国土交通省 関東地方整備局 利根川上流河川事務所 HP 

 石炭火力発電の課題    会員  近藤和雄 
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◆ ◆ 

は
じ
め
に 

◆  

 

常
葉
大
学
の
ビ
オ
ト
―
プ
の
設
置
に
か
か
わ
っ
た
こ
と

を
皮
切
り
に
、
ビ
オ
ト
ー
プ
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
な
ぜ
厄
介
な
ア
オ
コ
が
消
え
た
の
か
、
な
ぜ

い
ろ
い
ろ
と
生
き
物
が
集
ま
っ
て
く
る
の
か
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
時
、
都
内
の
ゼ
ネ
コ
ン
（
総
合
建
設
業
）

の
１
社
か
ら
、
岐
阜
県
に
建
設
し
た
ゴ
ル
フ
場
（
さ
く
ら

カ
ウ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）
で
、
下
流
の
住
民
か
ら

苦
情
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
ー
ン
キ

ー
パ
ー
か
ら
ど
う
も
原
因
不
明
で
あ
る
が
、
環
境
が
改
善

し
た
様
だ
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
生
態
系
の
調
査
を
依

頼
さ
れ
た
。 

 

早
速
現
地
に
と
び
、
約
２
年
の
水
質
と
生
物
の
調
査
計

画
、
そ
れ
と
周
辺
住
民
の
環
境
変
化
に
対
す
る
聞
き
取
り

調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。 

◆ ◆ 

㈱
ピ
ー
ア
イ
東
京
に
よ
る
水
の
改
質 

◆  こ
の
調
査
を
実
施
す
る
２
年
前
に
は
、π

ウ
ォ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
緑
化
工
法
」

(

こ
れ
を
開
発
し
た
の
が
、
㈱
ピ
ー
ア
イ
東
京)

に
よ
る
水

の
改
質
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
た
（
写
真
２
）。 

汚
染
さ
れ
た
約
４
０
，
０
０
０
ｔ
の
水
を
ポ
ン
プ
で
く

み
上
げ
、
時
間
を
か
け
て
装
置
内
の
改
質
さ
れ
た
特
殊
加

工
さ
れ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
に
接
触
さ
せ
る
。
そ
れ
を
数
か
月

の
間
繰
り
返
し
、
４
か
月
後
に
は
、
当
初
４
２
．
３
ｍ
ｇ

／
Ｌ
あ
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
２
．
４
ｍ
ｇ
／
Ｌ
に
激
減
し
、
写

真
３
の
よ
う
に
ア
オ
コ
が
消
え
失
せ
た
。
ま
た
調
整
池
の

悪
臭
も
な
く
な
り
、
透
明
度
も
２
ｍ
近
く
に
な
っ
た
。 

我
々
は
そ
れ
を
受
け
て
水
生
生
物
の
調
査
を
開
始
し
た
。

調
査
地
点
は
ゴ
ル
フ
場
末
端
の
調
整
池
か
ら
下
流
の
排
水

路(

写
真
４
の
上
部
に
あ
る
環
境
調
査
区
間)

、
河
川
と
合

流
す
る
ま
で
の
３
地
点
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
下
流
住
民

の
排
水
路
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
も
実
施
し
た
。 

◆ ◆ 

水
生
動
物 

◆ 

調
査
時
期
は
平
成
４
年
の
２
月
、
７
月
、
１
１
月
と
翌

年
の
６
月
の
４
回
で
あ
る
。
採
集
さ
れ
た
水
生
動
物
は
合

計
６
３
種(

通
常
の
例
で
は
４
０
種
～
５
０
種)

で
あ
る
。

こ
の
数
は
ゴ
ル
フ
場
の
下
流
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
面
張

り
の
環
境
か
ら
考
え
る
と
大
変
多
い
数
で
あ
る
。そ
れ
も
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
各
種
ト
ビ
ケ
ラ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
、
カ
ゲ
ロ

ウ
、
ト
ン
ボ
類
、
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
種
類
は
豊
富
で
あ
る
。

ま
た
採
集
さ
れ
た
生
き
物
に
は
、
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

(

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
あ
い
ち
２
０
１
５)

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

タ
ガ
メ
、キ
イ
ロ
サ
ナ
エ
、ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
含
ま
れ
る
。

一
方
で
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ミ

ズ
ム
シ
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
な
ど
汚
染
に
強
い
種
も
記
録
さ
れ

た
。 

 

周
辺
の
農
家
へ
の
聞
き
込
み
で
は
、
昨
年
ま
で
は
ゴ
ル

フ
場
か
ら
の
排
水
は
汚
く
水
田
に
は
使
え
な
か
っ
た
が
、

最
近
は
側
溝
に
近
づ
い
て
も
匂
い
は
な
く
な
り
、
水
田
の

利
用
に
は
差
支
え
が
な
く
な
っ
た
。
何
よ
り
も
か
っ
て
見

ら
れ
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
復
活
し
た
こ
と
が
大
き
な
印
象

で
あ
っ
た
。 

 

水
質
の
改
善
は
物
理
的
に
は
お
金
を
か
け
れ
ば
可
能
と

思
わ
れ
る
が
、
生
き
物
、
と
り
わ
け
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
復

活
に
は
驚
か
さ
れ
た
。 

◆ ◆ 

評
価 

◆  水
生
動
物
の
調
査
に
は
全
国
各
地
で
実
施
す
る
機
会
を

  

生
物
多
様
性
と
は
何
か 

そ
の
２
７ 

 
 
 

 
 

― 
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
緑
化
工
法 

― 

 
 
 
 
 
 
 

 

会
員 

● 

市
川 

恭
治 
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持
っ
て
き
た
が
、
ゴ
ル
フ
場
の
末
端
の
水
路
で
の
機
会
は

な
か
っ
た
。
水
質
汚
濁
の
進
ん
だ
環
境
の
た
め
、
ユ
ス
リ

カ
、
チ
ョ
ウ
バ
エ
、
ミ
ミ
ズ
類
、
ミ
ズ
ム
シ
な
ど
都
市
の

下
水
道
や
そ
れ
に
類
し
た
環
境
に
生
息
す
る
生
き
物
し
か

い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
た
。
今
回
の
場
所
で
は
、
こ
う
し

た
水
質
汚
濁
に
強
い
生
き
物
も
い
た
が
、
通
常
の
河
川
に

生
息
す
る
生
き
物
が
多
く
見
ら
れ
た
の
も
特
徴
で
あ
る
。

さ
ら
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
タ
ガ
メ
の
よ
う
な
良
い
環
境
を

代
表
す
る
生
き
物
も
見
ら
れ
た
。π

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
と
い
う
の
は
、
人
工
的
に
改
変
さ
れ
た
水
質
を
、
元
の

自
然
の
水
に
戻
す
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
だ
か
ら

以
前
棲
ん
で
い
た
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
、
復
活
で
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(
つ
づ
く) 

 

   

写真３ 

水の改質装置設置後の水の様子(アオコが消えた) 

写真４ 
水生生物の調査地点 

 (上流に見えるのはゴルフ場末端の調整池) 

写真１ アオコが大発生し悪臭がひどい  

写真２ 

“バイオテクノロジー緑化工法”による水の改質 

 

季
節
の
気
配 

季
節
を
表
現
し
た
言
葉
を 

二
十
四
節
気
と
七
十
二
候
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

二
十
四
節
気 

立
夏
（
り
っ
か
）
５
月
６
日
～
５
月
２
０
日 

 
 
 

野
山
に
は
新
緑
が
目
立
ち
、
風
に
は
夏
の
気
配
が 

感
じ
ら
れ
て
き
ま
す
。
新
緑
の
間
を
め
け
て
く
る 

「
薫
風
」
が
心
地
よ
い
季
節
で
す
。 

 

蛙
始
鳴
（
蛙
始
め
て
鳴
く
）
第
一
九
候
（
立
夏
初
候
） 

冬
眠
か
ら
目
覚
め
て
い
た
蛙
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
だ
す
。 

蚯
蚓
出
（
み
み
ず
出
ず
る
）
第
二
十
候
（
立
夏
次
候
） 

土
の
中
で
眠
っ
て
い
た
み
み
ず
が
這
い
出
し
て
く
る
。 

竹
笋
生
（
た
け
の
こ
生
ず
）
第
二
十
一
候
（
立
夏
末
候
） 

 
 

竹
林
を
歩
く
と
、
た
け
の
こ
の
尖
端
が
土
を
持
ち
上
げ
て 

顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。 

二
十
四
節
気 

小
満
（
し
ょ
う
ま
ん
）
５
月
２
１
日
～
６
月
５
日 

 
 

「
万
物
し
だ
い
に
長
じ
て
天
地
に
満
ち
始
め
る
」
時 

季
で
、
前
年
の
秋
に
植
え
た
麦
が
成
長
し
て
穂
を 

実
ら
せ
る
た
め
、
ひ
と
安
心
（
少
し
満
足
）
す
る 

と
い
う
意
味
か
ら
小
満
と
言
わ
れ
ま
す
。 

  

蚕
起
食
桑
（
蚕
起
き
て
桑
を
食
う
）
第
二
十
二
候
（
小
満
初
候
） 

古
来
よ
り
日
本
中
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
蚕
。
桑
の
葉
を
食
べ
、 

ひ
と
月
ほ
ど
で
繭
を
作
る
。
絹
糸
は
大
事
な
収
入
源
と
な
る
。 

 

紅
花
栄(

紅
花
栄
う)

 

第
二
十
三
候
（
小
満
次
候
） 

原
産
地
の
地
中
海
沿
岸
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
渡
来
。 

黄
色
の
花
が
紅
色
へ
変
わ
る
姿
は
夏
の
風
物
詩
。
恋
心
に
も
。 

麦
秋
至
（
麦
秋
至
る
）
第
二
十
四
候
（
小
満
末
候
） 

 
 

 

新
緑
に
囲
ま
れ
た
中
、
実
っ
た
麦
穂
が
黄
金
色
に
輝
き
、 

季
節
は
ま
だ
初
夏
な
の
に
、
麦
に
と
っ
て
の
秋
に
は
い
る
。 

                   
    

 
 
 
 

（
塩
野
谷
） 

 
 
 
 
 
 

 

参
考
文
献
：
「
七
十
二
候
が
ま
る
ご
と
わ
か
る
本
」 
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         【写真のタイトル】 

・やさしさに包まれたなら 
・水ぎわの涼   （バラの花布団に包まれたニホンアマガエル） 

 

      ・青の包容    ・静寂（田植え前のひと時） 
                
       ・ヒメジョンの 

お誘い      

とちぎの色（夏を待つ） 
会員 堀 誠 
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～「早く見つけて、直ぐ対処」が病害虫防除のポイント～ 

【バラは元来丈夫な植物です】 

バラづくりに、薬剤散布が無かったら、バラ仲間はもっともっと増えるでしょう。この煩わしさに耐えられず、諦めた人

がほとんどです。とにかく「早く見つけて、直ぐ対処」が病害虫防除のポイントです。 

「バラは、病気や害虫が多いから私には無理」と思い込んでいる人が少なくありません。たしかに、バラはさまざまな花

木のなかでも病気に弱い種類の一つです。しかし、耐病性の強い品種を選び、栽培環境を整え、ときに薬剤の力を借りて

しっかり防除すれば、だれでも美しい花が楽しめます。 

バラの原種である野バラは、丈夫な植物です。以前は、耐病性をもつバラの品種は、野生種に近い品種にかぎられていま

したが、近年、欧米の育種家たちの努力もあり、バラの持つ華やかさと耐病性を備えた品種が続々と誕生してきました。 

その代表品種がノックアウト（米:2000年）、リモンチェッロ（仏：2008年）などのシュラブ・修景バラです。 

 

【病害虫防除のポイント】 

厄介なバラの病気といえばなんといっても「黒星病」と「うどんこ病」です。 

１）黒星病（黒点病） 

「黒星病」は、4月から 11 月まで 20～25℃ぐらいのときに多発します。葉に

墨をにじませたような病斑ができます。地面に近い葉から上へと広がり、やがて

葉は落葉します。 

この病気にかかると瞬く間に葉を失い、光合成が出来なくなるため、著しく成

長が悪くなります。 

「黒星病」に対する耐病性は、品種によって大きく異なり、耐病性の強い品種を

選ぶことは、重要な病害虫対策です。 

病気と害虫を減らすためには、日当たりと風通しの良い場所に植え付け、水はけ 

の良い土壌に改良するなど栽培環境を整えることです。 

また、病害虫の発見後は、速やかに対処し、病害虫の被害をなるべく最小限に抑えるようにします。「黒星病」などのよ

うに広がりの早い病気は、見つけたら、病葉を取り除き、直ちに散布が必要です。「黒星病」の治療薬は、サブロール、ラ

リーなどがあります。 

２）うどんこ病 

湿度が高く、気温も上昇してくると、「うどんこ病」が発生し易い時期

です。「うどんこ病」は、気温15～25℃で発生し易く、若い葉に白い粉で

覆われたような斑点が現れます。発生したら、降雨で病菌が広がるので、

雨が降る前に散薬するのが効果的です。「うどんこ病」が発生したら、サ

ブロール、ダコニールなどの薬剤を葉の表裏に洗い流すように散布します。 

 

 

病害虫の防除は、「早く見つけて、直ぐ対処」が 

病害虫防除のポイントです。 

会員 曽我部二郎の 

 №7 

葉に墨をにじませたような病斑がある
「黒星病」 

「うどんこ病」が発生した若い葉 
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私
と
ギ
タ
ー
の
付
き
合
い
は
５
０
年
以
上
と
な
り
ま
す
。

高
校
生
の
頃
に
観
た
映
画
『
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
』
の
主
題

歌
で
あ
る
「
愛
の
ロ
マ
ン
ス
」
が
耳
か
ら
離
れ
ず
安
い
（
当

時
と
し
て
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
で
す
が
）
ギ
タ
ー
を
購

入
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。 

大
学
に
進
学
し
何
か
サ
ー
ク
ル
活
動
を
と
思
っ
て
い
た

時
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
に
勧
誘
さ
れ
た
の
が
「
ギ

タ
ー
部
」
で
、
多
少
の
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
ぐ
に

入
部
を
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
大
学
の
ギ
タ
ー
部
は
一
般
的

な
大
学
と
違
い
そ
の
一
部
に
マ
ン
ド
リ
ン
セ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
る
と
い
う
変
わ
り
種
で
、
マ
ン
ド
リ
ン
伴
奏
を
主
体
と

す
る
ギ
タ
ー
部
門
と
純
粋
に
ギ
タ
ー
合
奏
を
す
る
部
門
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
た
の
は
ギ
タ
ー
中
心

の
合
奏
部
門
で
し
た
。
当
時
の
ギ
タ
ー
部
は
全
学
生
徒
が

１
５
０
０
人
足
ら
ず
の
大
学
に
あ
っ
て
部
員
が
１
０
０
名

に
達
す
る
マ
ン
モ
ス
（
宇
大
と
し
て
は
）
サ
ー
ク
ル
で
し

た
。
た
だ
し
、
入
部
し
て
一
年
以
内
に
半
分
く
ら
い
は
退

部
す
る
と
い
う
定
着
率
の
極
め
て
悪
い
も
の
で
も
あ
り
ま

し
た
。
演
奏
活
動
の
最
終
目
的
は
年
末
に
行
わ
れ
る
定
期

演
奏
会
で
あ
り
、
内
容
は
合
奏
の
み
で
し
た
。
ギ
タ
ー
独

奏
が
全
く
な
い
こ
と
、
演
目
が
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
と
ラ

テ
ン
・
タ
ン
ゴ
音
楽
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
だ
け
を
や
り
た
い
よ
う
な
部
員
に
は
関

心
が
薄
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
ギ
タ
ー
の
練
習
は
地
味

で
指
に
負
担
も
か
か
り
上
達
に
結
構
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
離
れ
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

ギ
タ
ー
の
魅
力
は
何
と
い
っ
て
も
独
奏
に
あ
る
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。
ギ
タ
ー
に
は
弦
が
６
本
あ
る
た
め
メ
ロ
デ

ィ
ー
と
リ
ズ
ム
と
和
音
を
同
時
に
奏
で
る
こ
と
が
で
き

「
小
さ
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま 

 す
。
エ
レ
キ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
大
き
な
音
は
出
せ
ま

せ
ん
が
静
か
な
時
に
し
ん
み
り
弾
く
に
は
う
っ
て
つ
け
の

楽
器
で
す
。 

私
は
ギ
タ
ー
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、
サ
ー
ク
ル
活
動

で
は
ギ
タ
ー
合
奏
（
３
～
４
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
指

揮
者
の
下
に
一
つ
の
曲
を
演
奏
す
る
。）
を
、
サ
ー
ク
ル
活

動
外
で
は
独
奏
曲
を
弾
く
と
い
う
生
活
に
入
り
び
た
り
と

な
り
学
業
の
方
が
大
分
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
ギ
タ
ー
を
弾
く
に
は
左
手
で
弦
を
押
さ
え
右
手
で

弦
を
は
じ
き
ま
す
。こ
の
た
め
左
手
の
指
先
に
は「
タ
コ
」

が
で
き
指
紋
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
は
そ

れ
ほ
ど
の
技
術
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
プ
ロ
が
弾
く
よ

う
な
難
し
い
曲
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
暗
譜
（
譜
面
を
完

全
に
覚
え
る
こ
と
）
し
た
曲
だ
け
で
何
十
曲
も
あ
り
ま
し

た
（
ま
と
も
に
弾
け
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
す
。）
が
、

今
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
年
は
取
り
た
く

な
い
も
の
で
す
。 

 

大
学
で
は
３
年
生
が
執
行
部
と
な
り
企
画
、
運
営
を
し

ま
す
。
私
た
ち
の
時
は
古
い
時
代
の
「
栃
木
会
館
大
ホ
ー

ル
」
が
演
奏
会
場
で
例
年
年
末
に
実
施
し
ま
し
た
。
１
２

月
と
い
う
と
結
構
寒
く
て
指
が
思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
指

を
お
湯
に
つ
け
な
が
ら
弾
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今

と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
授
業
や
ゼ
ミ
は
最

低
限
の
参
加
で
メ
イ
ン
は
ギ
タ
ー
演
奏
で
し
た
。
安
保
闘

争
、
中
教
審
闘
争
が
挫
折
し
東
大
安
田
講
堂
事
件
そ
の
他

で
革
マ
ル
派
、
赤
軍
派
と
い
っ
た
過
激
学
生
セ
ク
ト
が
幅

を
利
か
せ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
学
生
生
活
も
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
中
心
に
推
移
し
、
徹
夜
の
麻
雀
の
後
に
就
寝

し
放
課
後
に
ギ
タ
ー
を
弾
く
生
活
が
続
き
ま
し
た
。 

気
が
付
く
と
４
年
に
な
り
就
職
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り

 

クラッシックギターとの 50 年 

              会員 福島義隆 

 

 

一年ぶりの投稿となります。 

今回は私の数少ない趣味の一つである 

クラッシックギター（以下、ギターという）について書きます。 
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ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
は
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
高

度
成
長
真
っ
盛
り
の
時
期
で
、
学
生
は
売
り
手
市
場
で
あ

り
そ
れ
ほ
ど
就
職
が
大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

幸
せ
な
時
代
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
就
職
、
結
婚
、
子
育
て
と
時
代
は
あ
っ
と
い

う
間
に
流
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
も
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
も
減
り
、
あ
れ
ほ
ど
入
れ
込
ん
だ
ギ
タ
ー
も
部

屋
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
ま
ま
時
が
流
れ
、
気
が
付
く

と
頭
頂
部
は
薄
く
な
り
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
日
本
が
沈
没
、

鏡
に
映
る
自
分
の
顔
を
見
て
は
っ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

大
学
を
出
て
１
５
年
く
ら
い
経
っ
て
か
ら
近
く
に
い
る

先
輩
、
同
輩
を
中
心
に
ギ
タ
ー
を
弾
こ
う
か
と
い
う
誘
い

が
あ
り
、
栃
木
市
の
公
共
施
設
な
ど
を
練
習
会
場
と
し
て

ギ
タ
ー
演
奏
を
再
開
し
ま
し
た
。
初
心
者
も
多
い
た
め
あ

ま
り
難
し
い
曲
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
２
０
人
く
ら

い
の
団
員
が
老
人
施
設
等
の
慰
問
演
奏
（
写
真
①
）
を
年

に
数
回
こ
な
し
、
秋
口
に
一
年
の
総
括
と
し
て
定
期
演
奏

会
（
入
場
無
料
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
写
真
②
）
を
行
う
こ
と
が
恒
例
と
な
り
、
こ
こ
数
年

は
栃
木
市
文
化
会
館
の
小
ホ
ー
ル
（
定
員
５
０
０
人
強
）

に
ほ
ぼ
満
員
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

初
心
者
も
お
り
平
均
年
齢
も
還
暦
を
と
う
に
超
え
る
よ
う

な
構
成
で
す
が
「
ボ
ケ
防
止
」
と
割
り
切
っ
て
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
夏
に
太
平
山
頂
付
近
の
広
場
で
野
外
コ
ン
サ
ー

ト
も
開
き
ま
し
た
（
写
真
③
）。
暑
さ
と
セ
ミ
の
鳴
き
声
に

ギ
タ
ー
の
音
が
か
き
消
さ
れ
る
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
し
た
が
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ギ
タ
ー
に
限
ら
ず
で
す
が
楽
器
は
右
手
と
左
手
が
別
の

動
き
を
す
る
た
め
脳
の
活
動
を
活
発
に
す
る
に
は
う
っ
て

付
け
で
す
。
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
も

似
た
よ
う
な
年
齢
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
共
に
演
奏

活
動
し
よ
う
と
い
う
方
が
あ
れ
ば
大
歓
迎
で
す
。
待
っ
て

い
ま
す
！ 

     

    

写真② 定期演奏会 

写真① 老人施設慰問演奏 

写真③ 野外コンサート 
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5 月からの県内の環境イベントをご紹介します。 

（皆さんの勤務先や所属団体、地域の情報を事務局までお寄せください。掲載します。） 

 県立博物館 生物・地学収蔵庫ガイド 

いつもは一般立入禁止の生物収蔵庫と地学収蔵庫を特別にご案内します。 

日  時 第 1回 6月 15 日（土） 13 時 30 分～15時  

     第 2回 11 月 3日（日） 13 時 30 分～15時  

集合場所 博物館研修室 

定  員 20 名（小学校高学年以上 保護者同伴） 

申  込 電話 028-634-1312 または 028-634-1311 

那須烏山・横枕、ホタル観察会 

那須烏山市横枕地区小木須川沿いで、田んぼまわりや川の中の生き物とホタルの観察会を開催します。 

地域の豊かな自然に触れます。 

日  時 6 月 8 日（土）15:30 受付   

場  所 那須烏山市、横枕地内（ナビは横枕で駐車場に着きます） 

そ の 他 汚れてもよい服装（肌を守るため長袖・長ズボン）と靴、着替えもご用意下さい。 

申  込 塩山カウンセラー宛 メールアドレス・higeshioyama@yahoo.co.jp 

問 合 せ 上記塩山まで 

栃木県保健環境センター公開デー2019 

保健・環境に関する展示や体験学習を通じて、保健衛生・環境保全と当センターへの理解の促進を目的と

して開催します。子供から大人まで楽しめる簡単な実験や、楽しく遊びながら健康や環境について考えるき

っかけとなるような企画をしています。 

日  時 2019 年 7 月 6 日（土曜日） 9 時 30 分～15 時 00 分 

場  所 栃木県保健環境センター（〒329-1196 宇都宮市下岡本町 2145-13） 
申  込 申込不要 

企画内容 病は気から？～ストレスチェックしてみませんか？ 

来て！見て！やって！かがく実験／水辺の生き物を探そう／身近な環境を調べてみよう 

においの調査を体験してみよう！／クールなエコをさがせ！ 

摂りすぎチェック！食べものの中身って？～食べものを数字で表してみよう～他 

  

 

 

 

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 
    https://www.tecahp0419.bizmw.com 

 
【連絡先】〒321-0117 栃木県宇都宮市城南 3-2-9 

       TEL：090-8022-6026 Ｅ-mail：higeshioyama@yahoo.co.jp 
 

栃木県内の環境イベント情報 

左：表紙の写真（宇都宮の梨） 撮影：堀会員 

撮影場所：宇都宮市下荒針の梨畑 撮影日: 2019.4.23 

咲き始めた梨の花です。花言葉は「愛情」だそうです。 

「たくさんの大きな実をつけ、まるで感謝しお礼をして 

いるかのようなナシの姿にちなむともいわれます。」 

※1 回目と 2 回目は同じ内容 

TECA 
 

 


